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点群処理ソフトウェアを⽤いた
座標変換実施⼿順例
（TREND-POINT（Ver.10）編）

まずは、基本的な使い方を覚えましょう。

回転：
右マウスを押しながら

回転させます

はじめに

3Dビューの表⽰

画面の拡大・縮小：
マウスホイールを

上に回すと拡大
下に回すと縮小

３Ｄビューの表⽰について説明しま
す。

移動：
マウスホイールを押し

ながら移動させます

点サイズの変更

［表示］タブ－［点サイズ］

－ ［ドット］から点サイズを
変更できます

点サイズの変更の仕⽅を説明します。

※バージョンにより画⾯構成やコマンド名が異なる場合があります。
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点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

１ データの読み込み

データの読み込み方法を説明します。使い方

❶入力する点群データの形式を選択します。

［ファイル］タブー［外部ファイル］

－［LAS/LAZ］をクリックします

❷使用する点群を選択します。

［開く］をクリック

※ファイル形式

を確認すること
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使い方

❸選択したデータを入力します。

［読み込み開始］

をクリックして点群デー
タを入力します

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

※座標系を確認

する。

❹読み込んだデータが表示されます。
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２ 標定点のＣＳＶデータの⼊⼒

使い方

❶CSVデータを入力します。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

［座標点］タブ－［管理］ －［管理］

をクリック

［ファイル読み込み］

— ［CSV読み込み］
をクリック
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使い方

❷CSVデータを選択します。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

②［確定］をクリックし

てCSVデータを入力

［開く］をクリック

①CSVデータのデータ項目

に合わせて、読み込むデー
タ項目を設定します
※画像は、Y座標,X座標,Z座
標の順で読み込む場合の例

※読み込むCSVファ

イルの内容によっ
て、指定する項目
が異なりますので、
注意が必要です。

❸CSVデータの読み込み方法を指定します。
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使い方

❹CSVデータを読み込みましょう。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

［確定］をクリックして

CSVデータを読み込みます

❺読み込んだデータが表示されます。

CSVデータを表示するため、

［点群］レイヤーのチェックを
外します。
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３ 座標変換（位置合わせ）

使い方

❶座標変換のメニューを選択します。
※なお、座標変換は、各種アプリケーションで実施手順、変換方法が異なります。

［座標］タブ－［座標変換］

－［座標値指定］をクリック

データの座標変換（位置合わせ）の仕方を説明します。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

［変換先を入力］

をクリック
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使い方

❷変換先（標定点CSVデータ）の座標データを選択します。

❸変換元（点群データ）の座標を入力します。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

①座標点をクリック

②クリックした座

標が表示されます。

※選択した座標が表

示されていること
を確認

［変換元を入力］

をクリック
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使い方

❹変換する点群データを表示します。

CSVデータ（TS計測した標

定点）で選択した座標に合わ
せた標定点の中心をクリック
※標定点分繰り返します

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

※選択した標定点が

表示されているこ
とを確認

点群データを表示するため、

［点群］レイヤーのみにチェッ
クを入れ表示させます

❺標定点の中心をクリックします。
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使い方

❼CSVデータと点群データの座標変換（位置合わせ）が出来ているか確認しま

しょう。

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）

※CSVデータと点群データ

が位置合わせしているか
確認

❻座標変換（位置合わせ）をしていきます。

②［実行］をクリック

①［縮尺を固定する］

のチェックを外します

①座標変換結果を確認し、

［確認］をクリック

②［はい］をクリック

※様々な座標変換方法があ

りますので、計測精度等
を考慮し、適切な方法を
選択してください。
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４ 保存

使い方

❶LASデータを保存します。

［ファイル］タブ－［書き込み］－［外部ファイル］

－［LAS/LAZ］をクリックします

LASデータを保存していきましょう。

［保存］をクリック

点群処理ソフトウェアを⽤いた座標変換実施⼿順例（TREND-POINT編）


